
第一回ソウル市立大学県立広島大学学術交流会の報告書 

（平成 26 年 10 月 30 日～平成 26 年 11 月 1 日） 
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1． はじめに  

我々は，2014 年 10 月 30 日から 11 月 1 日までの 3 日間ソウルへ行きました。ソウル市立

大学・県立広島大学交流会での発表やソウル市立大学生との交流，文化交流等を行い，学

んだことを報告します。 

 

2．日程 

10/30 

午前 

広島空港発 

仁川国際空港着 

空港にて昼食（韓国料理） 

午後 
ソウル市立大学到着 

仁寺洞（インサドン）観光－ソウル市立大学生と交流・夕食 

10/31 

午前 

発表準備 

大学内散策 

学生街にて昼食（韓国風中華料理） 

午後 
ソウル市立大学・県立広島大学研究発表会 

歓迎会 

11/1 

午前 
ソウル観光－ROTTE MART、南大門など 

ソウル市内にて昼食 

午後 
仁川国際空港発 

広島空港着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3．1 日目 

仁寺洞（インサドン）観光 

 初日はソウルの鐘路（ショウロ）区にある仁寺洞という街を訪れました。仁寺洞は韓国

の様々な食文化や芸術文化を知ることのできる，ソウル市内でも極めて人気の高い観光地

です。私たちはソウル市立大学の学生の案内のもと，メインストリートを散策しました。 

 平日にも関わらず，通りは多くの人や屋台で賑わっており，私たちはそこでソウルマッ

コリやトッポギといった韓国名物を味わいました。また，路上では韓国の伝統舞踊のひと

つである長鼓舞（チャンゴチュム）が行われており，現地の舞踊文化を実際に肌で感じる

ことができました。そして，日本でも馴染みのあるビビンバやチゲスープなど，様々な韓

国料理を堪能できる飲食店で夕食をとりました。その際，ソウル市立大学の学生に料理の

正しい食べ方を教えてもらい，お互いの国の文化や言語について質問し合うなど，とても

有意義な交流の時間となりました。 

 また，今回私たちが訪れたほぼすべての店に外国語表記の案内があり，日本語に堪能な

店員の方も多かったことから，仁寺洞という街が外国人観光客にとっていかに人気で観光

しやすい街であるかを実感することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4．二日目 

（１）学内散策 

  二日目にはソウル市立大学の敷地内を散策しました。敷地内は広く，全てを見ること

はできなかったものの，自然豊かなキャンパスの雰囲気を味わうことができました。ま

た，学内の広場には学生以外に市民（子どもや高齢者など）もおり，地域に開かれた場

なのだと感じられました。 

  学内の建物には「第一回ソウル市立大学，県立広島大学 学術交流会」と書かれた横

断幕が掲げられており，歓迎していただいていることを実感しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）歓迎会 

  研究発表会の後は，私たちの歓迎会をしていただきました。韓国の名物料理プルコギ

を食べながら，ソウル市立大学の学生との交流を行いました。この歓迎会では，お互い

の国の食文化や伝統文化，言語などについて話したり，日本に訪れたことのある学生に

日本の印象を聞いたりすることによって，異文化理解を深めることができたと思います。 

  ソウルの学生は皆日本語が上手く，私たちの質問などにも丁寧に答えてくれました。

そのため，問題なくコミュニケーションをとることができ，楽しみながら韓国について，

また韓国から見た日本について知ることができました。 

  



（３）発表準備 

 発表準備では，パワーポイントや原稿の最終確認を行いました。特に，原稿の確認を主

にしました。英語でプレゼンテーションをするという機会はなかなかないので，発表前は

とても緊張していました。 

                       

（４）交流会 

交流会では，ソウル市立大学と県立広島大学の生徒が交互に発表しました。私たちの発

表は，最後でした。ソウル市立大学の生徒は英語が堪能で，質疑応答のときは母国語で話

して良いようになっていましたが，英語で話す方がいて，とても驚きました。また，それ

と同時にもっと英語を話すことができるよう努力する必要があると感じました。 

 私たちは「OSAKA SAMURAI SPIRIT」についての発表を行いました。その内容は

大阪の殺陣・剣道・チャンバラを組み合わせたツアーです。私たちの番になったとき，は

じめはとても緊張していましたが，徐々にほぐれ，自分のペースで話すことができました。

英語でプレゼンテーションをする機会はなかなかないので，とても良い経験となりました。

また，ソウル市立大学生の方の発表を聞き，刺激を受け，より一層勉強していきたいと感

じました。 



 

5．3 日目 

（１）LOTTE Mart 

 三日目はまず，LOTTE Mart で買い物をしました。LOTTE Mart とは，韓国の大型ディ

スカウントストアーです。明洞や南大門といった観光地が周辺にあること，また交通の要

所であるソウル駅から近いこともあり外国人観光客の姿も多く見られました。 

店内には大きな荷物や紙袋を持って入ることが出来ないため，ロッカーや顧客センター

で荷物を預けないといけないことや，一つ買うともう一つ同じものがついてくるといった

「1＋1」の商品が置いてあることなど日本ではあまり見られないシステムが見られ印象に

残りました。買い物一つをとってみても韓国と日本の違いは多く韓国の文化を知ることが

出来たように感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ソウル駅から光化門にかけて散策 

午後はソウル駅から光化門にかけての道を 40 分ほどかけて散策しました。旧ソウル駅や

南大門といった歴史的建造物や，ハングルを作ったとされる世宗大王や韓国の英雄である

李舜臣などの銅像を目にすることが出来ました。中でも大漢門の前で見ることのできた兵

士たちの勤務交代式の再現は圧巻でした。 

 短い時間で，狭い範囲の見学ではあったものの多くの韓国の文化に触れることが出来，

実に充実した時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6. 感想 

ソウル市立大学への学術交流は，特に英語で発表する機会はなかなかなかったので参加し

てとても良い経験となりました。また，韓国の文化体験や学生との交流で韓国のことをよ

り知ることができました。このような貴重な機会を与えてくださった皆様に感謝したいと

思います。ありがとうございました。（久保田） 

 

今回の韓国研修で印象に残ったのは，二日目の研究発表会です。韓国の学生の発表は完成

度が高く，大いに刺激を受けました。発表だけでなく質疑応答も英語で行っているグルー

プもあり，学生の意識の高さを知ることができました。また，学生との交流ではお互いの

国の文化について理解を深めることができてよかったと思います。もう一度韓国に行きた

いと思えましたし，このような機会があればまた参加したいとも思いました。このような

貴重な機会を与えてくださりありがとうございました。（中野） 

 

私は今回の学術交流会において，多くの韓国の学生が英語でお互いにコミュニケーショ

ンをとっていることに刺激を受けました。語学を勉強することで現地の方との会話が可能

になるだけでなく，国際的な視点で物事を捉え，他国の文化を理解することにもつながる

と感じました。（難波） 

 

今回の韓国研修は，私にとって貴重な体験となりました。特にソウル市立大学の学生との

学術交流は大きな刺激となりました。韓国の学生の発表は英語能力やプレゼンテーション

能力が非常に高く，私も見習わなければならないと強く感じました。これからの残りの学

生生活にこの韓国研修の経験を活かしていければと思います。今回はこのような貴重な機

会を与えてくださり大変ありがとうございました。（日野） 

 


